
2023年 3月 26日 

主日礼拝 

 

《礼拝》 

 

礼拝讃美歌⇒139番（旧 48番）（SK姉） 

『神の小羊』 

 

 

聖書⇒ルカによる福音書 23:34~43節（MM姉） 

『〔そのとき、イエスは言われた。「父よ、彼らをお赦しください。自分が何をしているのか知らないのです。」〕

人々はくじを引いて、イエスの服を分け合った。民衆は立って見つめていた。議員たちも、あざ笑って言った。

「他人を救ったのだ。もし神からのメシアで、選ばれた者なら、自分を救うがよい。」兵士たちもイエスに近

寄り、酸いぶどう酒を突きつけながら侮辱して、言った。「お前がユダヤ人の王なら、自分を救ってみろ。」イ

エスの頭の上には、「これはユダヤ人の王」と書いた札も掲げてあった。十字架にかけられていた犯罪人の一

人が、イエスをののしった。「お前はメシアではないか。自分自身と我々を救ってみろ。」すると、もう一人の

方がたしなめた。「お前は神をも恐れないのか、同じ刑罰を受けているのに。我々は、自分のやったことの報

いを受けているのだから、当然だ。しかし、この方は何も悪いことをしていない。」そして、「イエスよ、あな

たの御国においでになるときには、わたしを思い出してください」と言った。するとイエスは、「はっきり言

っておくが、あなたは今日わたしと一緒に楽園にいる」と言われた。』 

 

礼拝讃美歌⇒127番（旧 211番） 

『十字架の許ぞ』 

 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙 1:19~21節（ES姉） 

『また、わたしたち信仰者に対して絶大な働きをなさる神の力が、どれほど大きなものであるか、悟らせてく

ださるように。神は、この力をキリストに働かせて、キリストを死者の中から復活させ、天において御自分の

右の座に着かせ、すべての支配、権威、勢力、主権の上に置き、今の世ばかりでなく、来るべき世にも唱えら

れるあらゆる名の上に置かれました。』 

 

聖書⇒ローマの信徒への手紙 6:4~6節 

『わたしたちは洗礼によってキリストと共に葬られ、その死にあずかるものとなりました。それは、キリスト

が御父の栄光によって死者の中から復活させられたように、わたしたちも新しい命に生きるためなのです。も

し、わたしたちがキリストと一体になってその死の姿にあやかるならば、その復活の姿にもあやかれるでしょ

う。わたしたちの古い自分がキリストと共に十字架につけられたのは、罪に支配された体が滅ぼされ、もはや

罪の奴隷にならないためであると知っています。』 



 

<祈> 

 

 

礼拝讃美歌⇒294番（旧 133番） 

『春たけなわに』 

 

 

《パン裂き》 

 

聖書⇒マタイによる福音書 26:26~30節（KH兄） 

『一同が食事をしているとき、イエスはパンを取り、賛美の祈りを唱えて、それを裂き、弟子たちに与えなが

ら言われた。「取って食べなさい。これはわたしの体である。」また、杯を取り、感謝の祈りを唱え、彼らに渡

して言われた。「皆、この杯から飲みなさい。これは、罪が赦されるように、多くの人のために流されるわた

しの血、契約の血である。言っておくが、わたしの父の国であなたがたと共に新たに飲むその日まで、今後ぶ

どうの実から作ったものを飲むことは決してあるまい。」一同は賛美の歌をうたってから、オリーブ山へ出か

けた。』 

 

（式） 

 

礼拝讃美歌⇒142番（旧 58番） 

『渡されたもう』 

 

 

《建徳》 

 

 

聖書⇒マタイによる福音書 6:9~13節（KH兄） 

『だから、こう祈りなさい。 

『天におられるわたしたちの父よ、／ 

御名が崇められますように。 

御国が来ますように。御心が行われますように、／ 

天におけるように地の上にも。 

わたしたちに必要な糧を今日与えてください。 

わたしたちの負い目を赦してください、／ 

わたしたちも自分に負い目のある人を／ 

赦しましたように。わたしたちを誘惑に遭わせず、／ 

悪い者から救ってください。』』 



聖書⇒ルカによる福音書 11:2~4節 

『そこで、イエスは言われた。「祈るときには、こう言いなさい。 

『父よ、／ 

御名が崇められますように。御国が来ますように。 

わたしたちに必要な糧を毎日与えてください。 

わたしたちの罪を赦してください、／ 

わたしたちも自分に負い目のある人を／ 

皆赦しますから。 

わたしたちを誘惑に遭わせないでください。』」』 

 

聖書⇒エフェソの信徒への手紙 4:32節 

『互いに親切にし、憐れみの心で接し、神がキリストによってあなたがたを赦してくださったように、赦し合

いなさい。』 

 

聖書⇒マタイによる福音書 18:21~35節 

『そのとき、ペトロがイエスのところに来て言った。「主よ、兄弟がわたしに対して罪を犯したなら、何回赦

すべきでしょうか。七回までですか。」イエスは言われた。「あなたに言っておく。七回どころか七の七十倍ま

でも赦しなさい。そこで、天の国は次のようにたとえられる。ある王が、家来たちに貸した金の決済をしよう

とした。決済し始めたところ、一万タラントン借金している家来が、王の前に連れて来られた。しかし、返済

できなかったので、主君はこの家来に、自分も妻も子も、また持ち物も全部売って返済するように命じた。家

来はひれ伏し、『どうか待ってください。きっと全部お返しします』としきりに願った。その家来の主君は憐

れに思って、彼を赦し、その借金を帳消しにしてやった。ところが、この家来は外に出て、自分に百デナリオ

ンの借金をしている仲間に出会うと、捕まえて首を絞め、『借金を返せ』と言った。仲間はひれ伏して、『どう

か待ってくれ。返すから』としきりに頼んだ。しかし、承知せず、その仲間を引っぱって行き、借金を返すま

でと牢に入れた。仲間たちは、事の次第を見て非常に心を痛め、主君の前に出て事件を残らず告げた。そこで、

主君はその家来を呼びつけて言った。『不届きな家来だ。お前が頼んだから、借金を全部帳消しにしてやった

のだ。わたしがお前を憐れんでやったように、お前も自分の仲間を憐れんでやるべきではなかったか。』そし

て、主君は怒って、借金をすっかり返済するまでと、家来を牢役人に引き渡した。あなたがたの一人一人が、

心から兄弟を赦さないなら、わたしの天の父もあなたがたに同じようになさるであろう。」』 

 

礼拝讃美歌⇒旧 139番） 

『おおいなるおいめや』 

 

 

 

《建徳要旨》 


